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一

　
　
　
騨
坂
ロ
評
議
員
計
報

　
本
會
評
議
員
京
都
帝
國
大
子
教
授
正
四
位
勲
工
語
調
學
博
士
坂

口
日
印
君
一
月
寺
｛
ハ
日
ト
0
の
輕
微
（
躍
る
撚
｝
冒
に
卿
惟
・
ら
れ
殿
幽
師
の
注
音
聯

に
よ
り
自
宅
に
療
養
せ
ら
れ
し
が
病
勢
逐
日
壌
逡
し
十
九
日
夕
刻

巳
に
急
性
肺
炎
の
兆
あ
り
、
二
十
一
口
大
竃
斎
院
第
二
病
舎
に
入

院
さ
れ
し
が
針
石
の
敷
な
く
二
十
八
日
午
前
七
時
閣
十
五
分
澁
焉

，
こ
し
て
手
足
を
啓
か
れ
た
り
、
享
年
五
十
七
歳
り
哀
悼
焉
ん
ぞ
堪

へ
む
。
博
士
は
久
し
く
本
意
評
議
員
に
重
任
せ
ら
れ
史
學
興
隆
の

爲
將
た
本
會
の
上
善
の
爲
終
始
努
力
せ
ら
れ
し
は
會
員
諸
氏
の
夙

に
熟
知
せ
ら
る
蕊
所
、
殊
に
昨
昭
和
二
年
十
一
月
よ
り
は
庶
務
委

員
・
こ
し
て
本
県
の
講
演
會
計
事
務
を
鑑
任
せ
ら
れ
し
が
忽
ち
道
由

に
隔
議
せ
・
ら
、
れ
計
ψ
を
聞
く
者
皆
一
夢
か
ε
ば
か
り
刑
罪
へ
り
、
二
十
九
日

午
後
東
霞
花
山
の
火
勢
揚
に
て
茶
箆
密
葬
に
附
し
、
同
塵
の
文
學

部
長
小
西
博
士
を
葬
儀
委
員
長
ε
し
て
三
浦
、
桑
原
、
矢
野
、
鯛

田
、
石
橋
、
棚
、
西
田
（
直
二
郎
氏
）
諸
教
授
植
村
助
教
授
等
專
ら
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二
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得
に
謀
り
三
十
｝
目
午
後
一
時
よ
り
文
學
部
陳
列
館
に
て
告
刷
式

を
畢
行
，
會
葬
滅
亡
慮
一
千
こ
百
名
、
本
會
よ
り
も
験
前
に
詫
環

を
供
へ
た
り
、
天
朝
博
士
熊
前
の
勲
功
を
嘉
賞
し
そ
の
卒
去
を
惜

み
給
・
幽
や
特
旨
を
以
て
位
一
級
難
業
せ
ら
れ
て
從
三
位
に
叙
し
叉

勅
使
を
訂
し
て
賊
を
窟
ら
し
弔
は
し
め
給
へ
り
、
薙
に
文
蕪
院
輝

映
甲
陰
居
士
館
幽
の
大
梗
を
叙
し
そ
の
卒
去
を
悼
む
。

　
　
　
鯵
京
都
帝
展
大
熱
國
史
籍
降
居
生
智
東

　
　
　
地
方
研
究
族
行
（
中
）

＋
月
三
＋
π
（
月
）
舗
羅
麗
墨
継
露
場
雛

　
正
午
に
近
く
内
閣
文
庫
を
辞
し
て
九
條
魚
雷
家
に
向
つ
た
り
偶

家
に
は
近
年
初
て
學
界
に
紹
介
さ
れ
た
貴
重
の
史
料
が
多
い
。
先

づ
古
爲
延
喜
式
第
二
十
六
雀
、
弘
仁
母
式
上
下
二
選
を
見
る
。
後
者

尊
容
の
奥
書
に
は
暦
慮
二
年
二
月
内
大
臣
鷹
匠
重
衡
の
本
を
以
て

校
合
し
た
こ
ミ
が
見
え
る
．
忠
蓮
自
筆
の
正
月
二
日
差
の
湊
欺
、

良
戸
〆
筆
正
治
元
年
六
月
＋
一
ロ
野
面
編
寺
良
将
宛
の
翠
竹
等
大

家
の
筆
跡
に
も
飽
か
す
見
入
つ
た
。
次
に
元
久
元
年
四
月
二
＋
三

豊
野
宿
が
其
女
宜
秋
門
院
に
宛
て
九
自
警
の
虚
分
署
案
文
は
、
最

後
に
織
攻
念
佛
沙
彌
、
こ
あ
る
の
も
興
味
深
く
、
一
、
抑
女
院
御
萬
歳
之



後
、
可
百
舌
書
論
道
家
之
露
、
所
申
置
也
、
家
習
書
誌
之
家
領
、

錐
委
附
女
子
、
代
々
糧
家
之
人
、
所
相
底
心
也
云
々
」
・
こ
て
其
家

例
を
掲
げ
て
み
る
。
此
他
に
元
久
元
年
八
月
二
十
二
口
滋
家
に
宛

て
土
あ
の
、
嘉
藤
三
年
五
月
＋
六
口
皇
慕
門
院
に
宛
て
た
光
明
院

議
に
思
す
る
も
の
等
の
叫
族
子
孫
に
所
領
相
傳
せ
し
め
た
時
の
も

の
も
あ
っ
た
。
倫
…
ほ
道
家
学
際
、
道
募
公
記
、
術
通
公
記
な
㍗
ご
何
れ

も
櫓
筆
埴
係
り
、
就
中
倫
實
公
記
の
如
き
は
百
四
班
の
大
部
の
も

の
で
あ
る
。
蘇
起
意
外
の
眼
幅
ミ
申
す
べ
き
は
慈
眼
院
（
政
墓
）
族
・

引
村
で
あ
る
。
杢
五
班
、
文
醜
元
年
ご
一
月
よ
り
同
四
年
十
月
に
亙

っ
て
居
り
、
堂
塔
白
政
基
自
身
が
彼
の
家
領
和
泉
國
日
根
野
蕪
へ

年
貢
催
促
に
行
っ
た
時
の
目
記
で
、
如
何
に
當
時
貴
族
の
経
濟
歌

態
が
逼
蓮
も
て
居
っ
た
か
を
示
す
好
資
料
で
あ
る
。
藤
野
が
掩
留

三
年
の
間
、
地
方
民
は
風
流
念
佛
や
猿
樂
な
さ
を
催
し
て
慰
籍
に

力
め
た
）
最
初
は
田
倉
の
土
民
の
所
業
く
」
賎
し
め
て
み
た
が
、
實

際
を
見
る
ミ
風
流
有
職
の
叢
も
劣
ら
な
い
程
に
凝
っ
た
も
の
で
あ

っ
た
¶
こ
感
歎
の
筆
を
留
め
て
み
る
。
此
頃
霊
泉
に
は
上
下
二
守
護

が
あ
っ
て
下
守
護
所
は
大
津
に
上
守
護
所
は
堺
に
あ
っ
た
。
堺
は

か
く
政
治
上
の
中
心
で
あ
っ
た
ミ
共
に
商
悪
事
を
並
べ
る
股
盛
は

　
　
　
銘
十
三
怒
　
　
糞
　
　
　
報

近
隣
比
な
く
、
文
亀
三
年
堺
南
殖
の
火
災
仁
六
百
＋
宇
を
焼
い
た

と
な
「
ご
が
見
え
る
。
同
時
に
披
見
し
た
慈
眼
寸
言
（
樹
経
）
御
記
に

依
る
ミ
義
軍
義
榮
の
抗
宰
の
折
、
土
｝
揆
が
禁
裏
を
侵
し
、
弾
器
を

奪
は
ん
ミ
す
る
ミ
の
浮
詮
が
あ
っ
た
が
、
無
事
に
て
終
っ
た
ミ
の

ヌ
騨
、
失
明
慮
三
年
の
京
都
の
大
火
は
四
條
東
洞
院
よ
め
出
て
類
焼

三
十
餓
町
に
及
び
堂
萬
戸
四
十
藏
を
烏
有
に
蹄
．
し
た
ミ
云
ふ
と
な

「
ご
が
見
え
る
。
其
他
雅
筆
も
倫
経
の
壁
書
で
、
日
蓮
宗
の
爲
に
斡
旋

し
た
事
實
が
誕
さ
れ
て
る
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
淺
野
文
章
士
の

説
明
を
聞
き
午
後
長
編
嗣
家
を
等
し
て
宮
内
省
鳳
書
寮
に
赴
く
。

　
圖
書
寮
で
は
芝
編
輯
課
長
の
事
業
の
滑
革
及
び
梗
概
に
序
す
る

照
明
を
聴
き
、
終
っ
て
】
行
の
黒
め
に
陳
列
さ
れ
た
綱
書
を
見
る

離
心
闘
方
書
巻
｝
、
八
、
十
二
、
十
・
六
、
　
二
十
の
五
巻
は
第
唱
巻
の

初
に
貞
観
十
戊
子
年
九
月
一
驚
臣
媒
嗣
欽
序
ご
あ
る
傭
く
菅
涼
辱

桜
雲
の
編
纂
に
係
る
。
古
雅
な
軸
、
朱
紐
、
古
色
の
紙
一
面
に
捺

さ
れ
た
典
藥
寮
印
等
か
ら
貞
二
代
の
振
本
な
る
こ
芝
も
容
易
に
看

取
さ
れ
る
。
紙
背
に
大
口
縄
秘
密
粗
茶
羅
に
關
す
る
文
書
を
有
す

る
春
記
八
巻
、
具
騰
勢
十
二
軸
に
な
れ
る
鋤
科
善
言
樹
黒
鳥
記
、

鹿
持
雅
澄
の
萬
葉
集
古
義
総
考
、
萬
葉
集
名
堪
上
等
何
れ
も
原
本
‘
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で
あ
る
の
は
一
入
興
味
を
惹
い
た
。
金
澤
文
庫
本
群
書
治
要
九
班

書
巻
↓
の
蹟
に
建
長
七
年
八
月
十
四
q
常
陸
河
渠
清
原
教
隆
、
こ
あ

っ
て
、
瓦
書
は
潔
齋
の
時
に
あ
ら
ざ
れ
ば
披
見
そ
の
恐
あ
る
・
田
誌

さ
れ
る
。
巻
十
七
の
蹟
に
は
越
州
刺
史
李
先
年
後
藤
勢
州
爲
大
番

在
洛
之
日
予
依
合
純
所
書
寓
下
ぐ
」
あ
り
、
金
澤
腰
輿
が
大
番
の
士

で
あ
り
乍
ら
京
都
文
化
の
移
入
に
留
意
し
た
歌
が
知
ら
れ
る
。
同

く
金
澤
文
庫
本
に
術
書
正
義
、
春
秋
左
氏
傳
、
左
前
集
解
等
が
あ
っ

た
が
何
れ
も
紅
葉
山
文
庫
よ
り
傳
來
の
も
の
ε
見
え
る
。
最
近
の

護
見
に
係
る
後
光
嚴
天
皇
践
柞
記
原
本
は
観
慮
三
年
八
月
十
七
ロ

踵
詐
に
蘭
す
る
記
事
で
あ
る
。
藤
波
家
所
藏
の
享
緑
版
御
成
敗
式

日
及
び
慶
長
版
式
目
抄
等
も
注
意
さ
れ
た
．
荷
田
春
満
が
其
弟
子
・

羽
州
能
代
村
井
政
方
に
與
へ
た
古
今
傳
授
の
諸
本
併
て
二
十
六
班

は
丈
夫
な
桐
函
に
納
め
ら
れ
、
其
函
裏
に
古
今
和
歌
集
序
一
巻
、

古
今
和
歌
集
二
十
巻
、
因
果
聞
書
一
巻
，
口
裂
見
聞
口
巻
、
見
聞

筆
記
一
巻
、
古
今
安
秘
抄
一
巻
、
三
部
抄
口
混
一
雀
の
目
録
が
見

え
る
。
古
今
安
秘
抄
に
附
し
た
享
保
十
一
年
十
｝
月
二
十
八
口
付

の
副
文
に
、

　
茨
朋
切
此
よ
り
予
か
塚
に
傳
へ
來
る
古
今
和
歌
集
の
軍
書
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
一
五
四
　
（
三
三
四
）

　
こ
れ
東
下
野
守
李
常
磐
の
傳
説
に
し
て
頼
常
の
億
抄
な
り
し
か

　
る
を
足
下
此
の
愚
書
を
得
た
き
由
懇
望
や
ま
さ
り
き
予
も
ミ
よ

　
り
足
下
歌
の
道
に
志
ふ
か
き
事
を
知
得
れ
ば
こ
れ
よ
り
し
て
猫

　
至
道
に
も
及
は
し
め
ま
ほ
し
く
て
た
や
す
く
授
與
し
侍
る
も
ミ

　
こ
の
墨
書
野
人
に
あ
ら
す
は
見
す
べ
か
ら
す
マ
」
云
い
ま
し
め
有

　
る
に
よ
り
て
し
め
て
與
へ
た
く
て
み
つ
か
ら
全
部
書
些
し
て
授

　
け
侍
る
足
下
も
ま
た
其
人
に
あ
ら
す
ば
妄
に
見
せ
傳
へ
ら
る
べ

　
か
ら
す
云
々
0

1
こ
あ
る
は
古
今
集
の
家
傅
授
受
の
有
様
が
偲
ば
れ
て
奥
床
し
い
。

　
こ
」
か
ら
歩
を
移
し
て
隣
接
し
た
維
新
史
料
編
纂
事
務
局
を
訪

ね
た
。
総
裁
室
の
壁
に
は
統
計
表
史
料
探
訪
地
方
圖
史
料
編
纂
系

統
圓
等
が
掛
け
ら
れ
て
み
る
。
先
づ
柴
田
委
員
の
同
局
の
沿
革
及

び
目
的
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
次
で
藤
井
編
纂
官
か
ら
編
纂

駄
況
に
就
き
説
明
さ
れ
た
。
終
っ
て
一
行
の
爲
に
特
に
陳
列
さ
れ

た
目
録
、
参
考
書
、
葉
張
報
告
、
借
入
本
、
副
本
、
談
話
筆
記
録
、
綱

文
、
陰
陽
暦
封
照
表
、
華
族
略
譜
、
公
武
高
卑
任
発
表
等
を
歴
覧
す

る
。
稿
文
資
料
は
代
表
的
に
三
種
陣
列
さ
れ
、
大
村
盆
次
郎
暗
殺

事
件
に
は
資
料
を
二
十
種
十
五
箇
所
か
ら
、
日
田
騒
動
に
關
す
ろ



も
の
は
二
十
種
十
箇
所
か
ら
、
大
薮
源
太
郎
に
關
す
る
も
の
は
叉

十
六
種
も
蒐
集
さ
れ
て
る
た
。
稿
本
は
現
今
三
千
三
百
五
十
四
珊

脱
稿
し
て
み
る
一
こ
の
事
で
あ
っ
た
。
績
い
て
大
塚
編
纂
宮
か
ら
欺

文
の
資
料
に
就
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
陳
列
さ
れ
た
の
は
文
久
か

ら
慶
慮
に
至
る
迄
の
日
本
事
情
を
載
せ
た
新
聞
紙
類
、
琉
球
、
小
笠

原
北
邊
、
下
品
、
鹿
児
島
砲
攣
等
に
還
す
る
紀
行
記
、
其
他
日
本
駐

劉
外
交
宮
の
報
告
等
で
あ
る
。
ベ
ネ
ー
オ
ウ
ス
キ
、
ク
リ
ユ
ー
ゼ

ン
ス
テ
ル
ン
、
ガ
ロ
ウ
イ
ン
な
曹
の
メ
モ
ア
ー
、
や
ア
ル
セ
ス
號
リ

ラ
號
乗
組
員
の
報
告
、
グ
ロ
ー
男
エ
ル
ヂ
ン
卿
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
卿

等
の
見
聞
紀
等
が
殊
に
注
意
に
上
っ
た
。
是
等
の
著
作
や
新
聞
紙

に
載
せ
ら
れ
た
挿
糟
に
は
叉
興
味
を
蘇
る
も
の
が
多
く
、
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
テ
ツ
ド
、
・
ン
ド
ン
ニ
ユ
ー
ス
ニ
五
ご
T
｝
四
｝
」
三
號

の
中
に
は
応
益
大
火
の
歌
や
莫
要
望
盗
人
の
兵
舎
を
建
築
す
る
様

が
描
か
れ
、
ハ
ー
バ
…
ズ
、
ウ
イ
ク
リ
三
一
八
六
〇
年
五
月
二
十

六
日
の
部
に
は
日
本
使
節
新
見
豊
野
守
一
行
に
鋤
す
る
大
統
領
の

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
次
で
輿
迎
の
舞
踏
會
が
催
さ
れ
丁
髭
の
日
本
人

が
外
乱
婦
人
、
こ
粗
擁
し
て
將
に
踊
ら
ん
ミ
す
る
欺
の
怪
し
出
さ

れ
て
み
る
の
も
面
白
い
。
リ
ラ
號
の
報
告
に
は
密
謎
の
琉
球
入
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の
風
俗
絵
が
あ
り
、
嘉
永
三
年
小
笠
原
島
を
探
検
し
た
英
艦
の
乗

組
員
リ
チ
ヤ
ド
、
コ
リ
ン
ス
ン
の
報
告
に
は
小
笠
輪
島
の
米
國
植

民
の
圖
が
あ
る
。
オ
ル
コ
ッ
ク
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
、
オ
ブ
、
タ
イ
タ

ン
に
は
安
政
五
年
七
月
紳
奈
川
條
約
締
結
の
光
景
を
圖
し
て
あ
る

な
，
ご
何
れ
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
次
で
樹
下
編
纂
官
か
ら

薩
英
戦
雫
並
に
其
絡
巻
物
に
つ
い
て
の
読
明
を
聞
き
。
別
室
に
陳

列
さ
れ
た
同
着
巻
を
見
た
。
其
の
中
、
島
津
公
雷
家
出
品
の
一
巻

物
は
薩
藩
の
砲
数
多
守
備
歌
態
の
描
爲
に
於
て
優
り
本
局
の
四
巻

物
は
、
英
の
艦
隊
蓮
動
の
刻
々
の
攣
化
を
詳
細
に
知
る
事
が
出
來

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

る
。
次
に
太
田
編
纂
官
の
君
恩
に
依
っ
て
木
漁
歌
四
巷
を
見
る
。

本
歌
は
後
藤
滋
次
郎
宛
の
凱
歌
で
、
明
治
＋
八
年
に
大
江
卓
氏
の

整
理
し
た
も
の
、
慶
慮
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
東
奔
西
走
百
方

劃
策
し
た
當
年
の
志
士
の
面
目
を
躍
如
た
ら
せ
る
好
資
料
で
あ

る
。
夏
に
導
か
れ
て
圖
書
庫
に
行
く
。
時
に
午
後
五
時
二
十
分
、

暮
色
脚
下
に
迫
っ
て
書
架
に
満
載
し
た
稿
本
も
見
分
け
難
い
憾
は

あ
っ
た
が
、
第
一
階
は
借
入
史
料
を
、
第
二
階
は
稿
本
を
、
第
三

階
は
書
窮
本
玉
借
入
史
料
を
納
め
て
あ
っ
た
。
斯
く
て
彼
の
既
成

史
料
初
稿
本
が
辛
く
も
往
年
の
大
震
火
災
の
厄
を
発
か
れ
た
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
魏
　
　
　
一
五
五
　
（
三
三
五
）



　
　
　
第
十
三
巷
　
　
藁
　
　
　
報

邦
家
の
爲
に
も
深
く
慶
隠
す
べ
き
事
で
あ
る
。
終
っ
て
復
た
総
裁

室
に
蹄
り
、
パ
リ
ー
國
民
圖
書
館
人
類
真
個
本
馬
陳
列
晶
の
複
霧

ε
い
は
る
、
文
久
三
年
十
一
月
の
我
渡
歓
使
臣
一
行
の
窩
眞
に
打

興
じ
つ
Σ
心
轟
く
し
の
茶
菓
の
饗
癒
に
預
り
｝
行
深
く
惑
謝
の
意

を
表
し
て
宿
舎
に
撃
つ
た
。

　
　
　
囎
史
學
研
究
會

例
會
　
　
一
月
二
＋
八
日
午
後
一
時
牢
よ
り
樂
友
會
館
大
講
堂
に

発
て
開
催
の
左
の
講
演
あ
り
、
五
時
牛
閉
拝
せ
り
。

　
遼
金
蓮
京
故
城
考
　
　
　
　
　
　
丈
學
士
　
那
波
　
利
貞
君

　
昨
年
夏
期
封
支
文
化
事
業
部
よ
り
派
造
せ
ら
れ
て
銀
地
に
つ
き

　
て
踏
査
し
た
る
結
果
に
基
き
、
唐
の
幽
州
鎭
城
の
位
置
に
つ
き

　
從
來
の
西
洋
人
の
研
究
の
誤
れ
る
轍
を
指
摘
し
唐
代
の
里
長
を

．
考
へ
、
其
の
四
至
を
以
て
東
北
角
は
今
の
北
京
内
城
の
西
城
粉

　
子
胡
幽
晦
寒
雷
燧
、
東
南
角
は
外
城
の
南
申
蔵
胡
同
の
南
端
大

　
川
淀
小
川
転
移
、
西
北
角
は
翼
成
門
外
月
壇
の
西
、
三
里
河
の

　
東
邊
、
西
南
角
は
京
童
鐵
路
の
廣
安
轍
魚
靖
の
少
し
ぐ
西
邊
に

決
定
し
、
次
に
遼
の
燕
京
及
び
金
の
海
鳥
王
籏
張
前
の
燕
京
に

就
き
て
從
來
唱
へ
ら
れ
ざ
る
新
説
を
獲
表
し
、
右
安
門
外
束
菅

　
　
　
　
　
　
　
　
魏
「
二
號
　
　
　
一
五
諏
ハ
　
（
一
二
一
ご
山
ハ
）

　
頭
村
鵡
房
螢
の
鳳
事
誤
の
地
に
遣
存
す
る
土
城
遣
漉
を
根
糠
、
こ

　
し
て
そ
の
四
至
を
考
へ
、
從
來
の
．
學
者
の
東
北
隅
有
毒
角
櫨
及

　
び
西
城
顛
有
軽
装
ざ
あ
、
る
遼
史
地
理
志
の
記
事
に
封
ず
る
誤
解

　
を
論
難
し
て
後
、
そ
の
西
南
隅
は
鵬
房
螢
鳳
幽
嚇
の
土
城
隅
、

　
西
北
隅
は
西
便
門
外
五
支
那
里
の
黄
亭
子
の
地
織
、
東
爾
隅
は

　
．
永
定
門
外
酉
南
圏
支
那
里
の
地
熱
馬
家
厳
の
北
方
，
東
北
隅
は

　
北
｛
承
内
藤
西
長
安
街
の
ソ
西
長
安
牌
橿
晒
の
7
西
な
る
六
部
口
附
近
の
▽

　
地
黙
に
擬
定
し
得
る
所
以
を
野
離
し
、
遼
の
燕
京
の
皇
城
の
位

　
置
々
ば
外
城
の
西
城
壁
以
西
、
旧
藩
門
外
大
街
以
南
、
魏
鵬
角

　
以
東
の
地
ミ
定
め
、
擬
定
轟
轟
こ
葉
を
掲
げ
、
遺
蹟
窩
眞
三
t

　
葉
を
隙
列
し
て
之
を
考
参
し
、
海
陵
王
誇
張
後
の
金
の
中
都
大

　
興
府
城
の
位
置
は
時
間
の
關
係
上
他
日
の
獲
表
に
譲
り
た
り
。

　
大
嘗
宮
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
出
雲
路
通
次
郎
君

　
大
嘗
宮
の
制
度
は
古
く
貞
観
儀
式
に
見
え
歴
朝
は
多
少
損
盆
し

つ
・
も
前
之
を
踏
襲
し
た
が
室
町
時
代
に
至
っ
て
網
縄
二
百
年
に

及
び
貞
享
の
再
興
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
ミ
し
て
其
間
の
洛

南
を
読
き
大
嘗
會
は
要
す
る
に
天
皇
が
始
め
て
君
臨
し
た
る
國
土

の
そ
の
新
穀
を
紳
噌
こ
共
に
食
す
る
祭
で
悠
紀
主
墓
は
共
に
清
潔
…
を



意
味
し
清
め
ε
い
ふ
事
が
こ
の
祭
を
貫
く
一
の
精
紳
で
あ
る
S
云

ひ
、
大
嘗
宮
の
構
造
、
調
度
、
瀞
螺
行
立
の
次
第
、
器
物
等
を
説
明

し
同
様
の
行
事
が
二
回
繰
返
さ
れ
る
形
の
あ
る
の
は
祭
が
夕
朝
に

挾
ま
れ
た
夜
を
中
心
ミ
す
る
軽
羅
古
代
に
於
け
る
二
食
の
風
饗
に

も
淵
源
す
る
で
あ
ら
う
ぐ
」
し
た
。

　
　
　
　
鼠
講
　
　
史
　
　
會

例
禽
臼
　
　
一
月
一
一
十
七
日
午
後
六
時
傘
よ
り
樂
友
曾
嬢
岬
弟
一
號
室

で
開
催
。
三
浦
繭
紬
牧
助
敏
授
等
來
會
者
三
十
名
。
左
記
卒
業
論

文
梗
概
獲
表
あ
り
て
後
三
浦
教
授
よ
り
宮
中
御
講
書
始
の
式
に
關

す
る
講
話
あ
り
十
時
散
嘉
す
。

　
近
世
の
薯
修
禁
止
令
に
就
い
て
　
　
　
　
　
天
野
　
高
信
君

　
全
篇
を
第
一
段
法
令
嚢
偉
者
の
傳
統
的
精
紳
、
第
二
段
嚢
右
に

至
れ
る
幕
府
の
状
況
、
第
三
段
肚
會
的
影
響
に
別
ち
禁
止
令
が
武

家
の
憾
統
的
精
憩
た
る
勤
倹
保
守
乃
至
階
級
思
想
に
基
き
、
金
銀

探
掘
の
嚢
退
物
贋
の
騰
貨
天
災
地
溜
等
に
早
撃
さ
れ
て
獲
布
を
見

た
る
こ
ミ
、
米
償
問
題
は
幕
府
財
政
の
中
心
を
な
す
も
の
で
米
食

の
流
感
を
総
督
し
た
こ
・
こ
、
奮
修
の
趨
勢
は
曲
管
や
當
局
者
の
影

響
も
あ
る
が
、
上
方
文
化
の
東
漸
に
依
る
所
が
多
か
っ
た
こ
ε
。

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
簗
　
　
　
報

是
に
封
ず
る
禁
令
は
些
末
的
な
駕
に
反
て
末
梢
的
な
著
修
に
赴
か

し
め
た
こ
ミ
等
を
述
ぶ
。

　
磁
化
氏
族
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
品
　
彰
英
君

　
先
づ
新
撰
姓
氏
録
の
記
載
形
式
に
三
様
あ
る
事
を
指
摘
し
、
新

羅
の
餓
化
人
は
其
統
U
後
、
百
濟
の
者
は
亡
國
後
來
朝
し
た
者
多

く
其
分
布
は
畿
内
最
も
多
く
東
は
武
藏
上
野
等
、
西
は
美
作
備
前

備
中
讃
岐
等
に
多
か
っ
た
が
束
國
の
も
の
は
虫
ε
し
て
政
府
の
政

策
に
依
り
西
國
の
者
は
自
然
蕃
殖
に
依
り
、
其
の
融
合
は
言
語
上

氏
姓
の
名
樗
が
日
本
化
し
、
貴
族
ε
の
間
の
結
婚
が
行
は
れ
た
こ

ミ
、
特
に
佛
敏
の
力
に
負
ふ
所
が
大
で
あ
っ
た
云
々
。

　
貨
幣
纒
濟
の
獲
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
葉
田
　
淳
君

　
中
世
よ
り
近
世
へ
の
憂
遷
は
ま
た
貸
幣
様
式
乃
至
流
通
の
憂
化

に
於
て
辿
ら
れ
る
。
座
問
丸
の
獲
達
、
段
銭
棟
銭
關
銭
の
葦
生
、
年

貢
の
金
納
、
潅
布
よ
り
潅
米
へ
の
攣
遷
、
土
崎
の
陸
尉
の
如
き
は

外
來
銭
貨
輸
入
に
よ
り
貨
幣
数
量
の
附
加
に
依
る
。
其
の
流
通
の
噛

特
色
は
善
悪
高
歯
の
併
用
に
あ
り
、
そ
こ
に
撰
銭
の
必
要
を
生
じ

大
内
氏
文
腸
七
年
四
月
の
規
定
幕
府
明
春
九
年
以
後
の
命
令
を
見

る
に
至
っ
た
。
斯
く
て
善
悪
爾
銭
は
湘
…
雫
岡
し
悪
銭
は
次
第
に
其

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
扁
五
七
　
（
三
三
七
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
藥
　
　
　
謙

遜
鋤
贋
値
に
近
か
ん
一
こ
し
た
が
、
鎗
銭
は
商
業
の
獲
展
－
こ
粗
侯
っ

て
遥
々
流
通
し
、
徳
川
初
頭
に
至
っ
て
永
樂
銭
が
慶
止
さ
れ
た
後

は
鋸
銭
猫
り
通
費
、
こ
し
て
優
越
す
る
に
至
っ
た
云
々
。

　
鎌
倉
文
化
特
に
武
家
精
神
に
就
い
て
　
　
　
藤
　
　
直
幹
書

　
芦
安
朝
中
葉
以
後
漸
く
歴
史
的
認
識
に
入
り
來
れ
る
武
士
醜
を

支
配
し
た
精
瀞
ε
公
家
文
化
，
こ
の
謝
立
を
述
べ
、
公
家
の
公
法
的

開
講
に
封
ず
る
私
的
恩
義
の
關
係
で
あ
り
、
上
代
号
外
の
地
方
に

貯
へ
ら
れ
た
も
の
、
嬢
頭
で
あ
る
ミ
し
、
鎌
倉
時
代
に
至
っ
て
は

先
例
を
公
家
に
求
め
す
自
家
の
偶
像
た
る
頼
朝
の
主
張
に
求
め
た

こ
一
こ
は
貞
永
式
匿
に
依
て
も
窺
は
る
エ
が
、
武
家
は
京
文
化
を
批

判
し
征
澱
せ
む
ざ
は
せ
す
次
第
に
京
風
を
取
入
れ
、
繭
者
の
混
徽

の
内
に
輝
宗
を
取
入
れ
た
こ
其
の
混
和
の
姿
に
雷
及
し
、
最
後
に

浮
土
敏
思
想
が
京
文
化
ミ
結
合
し
た
が
、
武
士
精
強
は
更
に
現
世

的
活
動
的
な
輝
宗
ミ
結
合
し
た
こ
ミ
を
蓮
ぶ
。

例
禽
日
　
　
二
日
β
十
七
日
六
時
小
＋
よ
り
開
催
胆
。
「
二
期
捕
敏
授
中
村
牧
一
曲

助
教
授
等
二
十
一
名
子
會
。
左
記
卒
業
論
文
梗
概
の
登
表
あ
り
て

＋
時
散
黙
す
。

　
徳
川
時
代
の
賎
民
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
小
野
　
勇
鱈

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
五
入
　
（
三
三
入
）

　
近
世
封
建
の
赴
會
階
級
に
於
け
る
賎
艮
の
位
置
、
種
類
、
職
業

よ
り
其
の
境
遇
の
太
李
ε
共
に
窮
迫
し
て
行
っ
た
次
第
を
設
開
し

て
武
器
の
需
用
が
減
じ
て
騰
民
特
有
の
職
業
を
要
す
る
こ
ミ
の
少

く
な
っ
た
こ
ε
、
他
杜
會
の
落
征
者
の
來
の
投
ず
る
も
の
為
堰
頒

し
た
こ
ε
、
同
階
級
内
に
於
け
る
人
口
の
櫓
加
し
た
こ
ミ
、
法

令
が
此
の
不
幸
な
る
境
遇
を
致
す
る
に
大
な
る
制
限
を
設
け
た
こ

ミ
、
刑
罪
の
下
働
程
峻
酷
な
り
し
こ
ε
、
其
庭
に
愚
慮
的
反
抗
の

あ
っ
た
事
等
を
述
べ
、
明
治
初
年
政
治
的
に
解
放
さ
れ
た
る
も
趾

會
的
経
濟
的
解
放
は
將
來
の
問
題
で
あ
る
ε
結
ぶ
。

　
石
清
水
八
幡
…
宮
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
入
部
中
兄
「
じ
…
君

　
八
幡
大
菩
薩
思
想
、
放
生
會
、
淀
川
，
こ
八
幡
宮
、
こ
の
關
係
、
元

〆
時
代
に
於
け
る
面
傷
精
神
の
緊
張
の
四
段
に
別
ち
、
八
幡
大
菩

薩
思
想
が
世
界
的
な
る
も
の
よ
り
國
家
的
乃
至
國
民
的
偉
人
の
観

念
に
推
移
し
た
こ
一
こ
、
放
生
會
は
樂
天
的
な
日
本
固
有
の
信
仰
ミ

罪
悪
に
封
ず
る
俄
悔
死
に
封
ず
る
恐
怖
ε
云
ふ
佛
教
信
仰
の
交
渉

に
依
て
生
れ
た
も
の
な
る
こ
ミ
、
八
幡
宮
の
民
が
淀
川
の
船
頭
ミ

し
て
蓮
上
御
発
を
得
て
居
た
事
及
び
元
憲
胤
の
時
に
は
公
武
の
信

仰
當
鮭
に
集
中
し
一
般
精
瀞
の
緊
張
し
た
こ
一
こ
を
詮
い
た
。



　
近
世
の
内
妻
海
芋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
¶
與
作
霧

　
徳
川
時
代
以
前
の
内
諾
海
蓮
の
歌
況
を
叙
べ
、
次
に
江
戸
大
阪

闘
の
海
蓮
は
元
和
五
年
菱
垣
廻
船
以
論
議
に
江
戸
開
府
頃
に
始
る

ミ
て
其
後
の
褒
展
を
蓮
べ
、
戦
國
以
後
奥
州
方
面
の
開
拓
進
み
米

産
当
量
し
た
か
ら
江
戸
乃
至
大
阪
ミ
奥
擦
目
こ
の
航
路
開
け
て
大
都

會
の
糧
道
安
全
ミ
な
り
、
西
廻
航
路
は
日
本
海
方
面
の
米
穀
の
蓮

搬
に
便
し
た
る
一
方
敦
賀
小
里
の
嚢
微
を
招
け
る
こ
一
こ
を
設
き
、

瀬
戸
内
海
航
路
が
戦
羽
慣
來
大
阪
が
経
濟
申
心
ε
な
り
、
長
崎
貿

易
の
獲
展
ε
共
に
隆
盛
に
な
れ
る
次
第
を
蓮
べ
、
最
後
に
近
世
内

國
里
宮
の
登
展
を
以
っ
て
貸
三
論
濟
の
獲
展
曳
こ
國
内
野
唱
の
如
き

政
治
上
置
誌
上
の
理
由
に
基
く
ミ
結
ぶ
。

　
李
安
朝
時
代
の
商
業
　
　
　
’
　
　
　
　
津
川
長
治
郎
君

　
仁
安
莫
都
ミ
共
に
來
西
市
が
設
定
せ
ら
れ
市
入
市
女
ざ
稻
せ
ら

れ
る
專
門
の
商
入
が
現
は
れ
、
座
賞
は
主
S
し
て
市
慶
で
行
は
れ

た
が
，
又
臨
時
に
開
か
れ
る
虹
市
、
宮
市
の
如
き
が
あ
り
、
地
方

に
も
そ
れ
ぞ
れ
市
の
立
つ
た
こ
S
は
奈
良
時
代
ε
同
様
で
あ
る
。
’

市
に
て
取
扱
は
れ
る
商
品
は
市
人
自
ら
の
生
産
物
、
ま
た
他
よ
り

仕
入
た
る
も
の
あ
る
べ
く
馬
繋
に
政
府
使
用
の
残
品
錦
帯
を
請
け

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
奨
　
　
　
報

て
販
賞
も
た
ミ
思
は
れ
市
入
が
租
を
晃
ぜ
ら
れ
た
る
如
き
は
其
聞

に
生
じ
た
特
典
で
、
政
府
の
商
人
保
護
を
窺
ふ
に
足
る
云
々
。

　
水
戸
藩
の
撲
夷
論
に
就
い
て
　
　
　
　
　
安
藤
　
徳
器
君

　
水
戸
の
擁
夷
論
を
以
て
義
公
の
敬
脚
愛
國
の
精
紳
に
出
つ
る
も

の
ミ
し
、
そ
れ
が
天
朝
贔
負
言
共
に
水
戸
塵
・
の
特
色
で
あ
る
一
こ
て

其
の
關
係
を
論
じ
、
撰
夷
論
は
時
勢
に
刺
戟
さ
れ
て
三
期
の
獲
展

を
し
た
が
、
第
“
期
は
天
明
寛
政
の
露
人
の
南
下
に
依
っ
て
喚
趨

さ
れ
立
原
翠
軒
小
宮
由
楓
軒
等
を
以
て
代
表
さ
れ
る
。
第
二
期
は

文
政
八
年
所
謂
無
二
墨
打
携
早
出
で
た
頃
を
以
て
劃
さ
れ
藤
田
幽

谷
軍
営
父
子
を
以
て
代
表
さ
れ
る
。
第
三
期
は
帥
奈
川
條
約
以
後

の
苦
翻
の
時
代
で
あ
る
ε
し
、
烈
公
の
幽
閉
、
志
士
の
遭
難
相
櫃

い
だ
中
に
金
子
健
四
郎
の
奔
命
顛
難
の
事
蹟
に
言
及
し
、
最
後
に

水
戸
藩
の
穰
夷
論
は
翼
端
擁
護
の
爲
の
手
段
で
あ
っ
て
其
自
艦
が

目
的
で
無
つ
た
ざ
断
ず
。

醗
支
　
那
　
學
　
會

　
豫
急
劇
　
二
月
四
日
半
後
こ
時
よ
り
京
都
帝
國
、
大
學
々
生
集
會

場
乾
室
に
て
開
催
左
の
講
演
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
戸
五
九
　
（
三
三
九
）



　
　
第
十
三
巻
　
　
曾
　
　
　
報

易
ご
法
言
b
渾
天
㌦
こ
蓋
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
　
愈
石
武
四
郎
鴛

右
終
り
て
記
念
撮
影
の
後
晩
餐
會
閥
催
午
後
八
時
散
會
せ
り
。

會
第
ご
號

唱
六
〇
　
（
三
四
〇
）

尺
　
叢
午

　
　
　
　
幽
會
務
旧
任
改
選

　
本
年
唱
月
評
議
員
會
を
開
き
て
會
務
櫓
任
者
を
改
選
し
た
る
結

具
、
編
纂
に
は
朋
田
亨
氏
、
西
田
直
二
郎
氏
、
矢
野
仁
一
氏
、
庶

務
會
計
に
は
植
村
清
之
助
氏
之
に
當
ら
る
・
事
ミ
な
れ
り
。

　
　
　
⑭
評
議
員
就
任

　
詳
議
員
坂
口
昂
氏
逝
去
せ
ら
れ
し
爲
、
昨
年
十
一
月
改
選
の
際

に
於
け
る
次
黙
者
中
村
直
勝
氏
新
た
に
評
議
員
に
就
任
せ
ら
る
、

事
ミ
な
れ
の
。

　
　
　
⑳
寄
贈
交
換
圖
書

道
家
の
思
想
ミ
其
の
門
展
（
東
洋
文
庫
論
叢
第
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
洋
文
庫

呂
①
密
。
冨
○
コ
｝
6
カ
①
。
。
o
鍵
。
プ
U
①
冨
旨
6
⑦
”
昏
o
h
筈
①

日
。
ぢ
尉
燭
三
δ
窯
。
一
．
（
囲
Φ
N
⑦
）
　
　
　
　
　
日
冨
日
。
ぢ
切
§
押
。

奈
良
縣
に
於
け
る
指
定
史
蹟
第
一
班
　
　
　
　
内
務
省
地
理
課



史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
二
の
ご
一
、
三
の
一
、
口

入
類
學
雑
誌
四
二
の
二
、
一
二
、
四
三
の
一

考
古
學
錐
誌
　
一
七
の
幅
二
、
十
八
の
一
、
二

考
古
學
研
究
　
第
二
輯

史
學
　
六
の
四

龍
谷
大
墨
論
叢
　
二
七
七

眞
宗
畢
報
　
三

國
學
院
維
誌
三
四
の
一

三
會
學
雑
誌
　
四
五
、

史
跡
難
誌
三
九
の
「
、
二

中
央
史
壇
　
噌
四
の
一
、
二

観
想
　
四
四
、
四
五

民
族
三
の
二

東
洋
加
齢
朝
諏
　
　
一
六
の
悶
　

経
漕
込
醐
叢
・
二
六
の
二

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
會

　
、
二
、
三

四
六
、
四
七

報

　
　
同
　
　
保
存
協
會

　
　
、
二

　
　
東
京
入
類
墨
會

　
　
考
古
　
學
會

　
　
考
古
學
研
究
會

　
　
三
田
史
學
會

　
　
龍
谷
大
墨
論
叢
祉

眞
宗
軍
門
學
校
出
版
部

　
　
國
學
院
大
學

　
　
日
本
胱
會
墨
會

　
　
史
，
　
墨
　
　
會

　
　
國
史
講
習
會

　
　
槻
想
嚢
行
所

　
　
民
族
当
行
所

東
洋
協
古
書
術
調
査
部

　
　
京
大
経
濟
墨
會

蕾
夢
會
津
白
虎
除
（
三
間
清
治
著
）
　
　
　
　
菊
　
池
　
仁
　
齢

弓
。
彗
0
9
貯
。
（
嵐
叢
）
＜
9
×
×
＜
乞
O
O
姐
　
　
膨
巳
頴
蘇
。
け

　
　
　
　
三
三
　
員
動
　
静

　
　
　
　
土
入
　
　
　
會

東
京
市
外
代
々
幡
町
幡
ヶ
谷
本
村
三
三
鳳
　
　
　
藤
井
　
貞
文
馬

　
（
右
紹
介
者
　
岩
橋
小
彌
太
氏
）

大
阪
市
天
王
寺
匪
寺
田
町
九
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
野
安
太
郎
氏

　
（
右
紹
介
者
　
井
川
定
慶
氏
）

京
都
市
寺
町
今
出
川
上
ル
五
丁
目
東
入
　
　
　
　
加
藤
　
仁
卒
氏

　
（
右
紹
介
者
島
田
貞
彦
氏
）

東
京
市
外
代
々
幡
町
幡
ヶ
谷
一
〇
栗
田
方
　
　
　
關
谷
　
　
潔
氏

東
京
市
牛
込
嘔
市
ク
谷
富
久
町
＝
一
二
　
　
　
　
吉
村
　
七
郎
氏

　
（
右
紹
介
者
　
塘
井
経
夫
氏
）

京
都
市
七
娠
大
宮
龍
谷
大
學
史
墨
科
　
　
　
　
　
小
笠
凛
宣
秀
氏

　
（
右
紹
介
者
　
三
木
一
天
氏
）

．
瀬
戸
市
下
山
手
通
四
丁
目
＝
一
七
ノ
九
　
　
　
　
霜
葉
　
常
楠
氏

　
（
右
紹
介
者
　
山
根
徳
太
郎
氏
）

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
裾
羅
　
　
　
一
轟
一
一
　
（
三
四
一
）



　
　
　
第
十
三
巷
　
　
愈
　
　
　
報

市
全
尽
申
巾
轟
亦
坂
庭
露
円
山
山
陶
町
ニ
ノ
六
五

東
｛
駅
鴫
巾
本
郷
町
聡
蓬
葉
町
山
ハ
静
昂
「
東
瀧
一
鯖
陥

東
京
市
外
東
中
野
一
七
四
〇
誠
明
墨
會

東
京
市
小
石
川
匪
武
島
町
二
一
璽
澤
方

東
京
市
小
石
川
匠
原
町
十
三
八
ノ
三

　
（
右
紹
介
者
　
原
田
享
一
氏
）

東
京
市
外
原
宿
圃
九
六

　
（
右
紹
介
者
　
中
村
久
四
郎
氏
）

京
都
市
三
條
室
町

（
右
紹
介
者

　
　
　
翻
退

河石
田原

IJl

口
勝
浦

次
郎
氏

嗣
郎
氏

　
麗
逝

輌
雄
氏

浩
義
氏

三
浦
周
行
氏
）

　
　
會

　
　
驕
　
信
太
郎
氏

　
　
呉
　
文
燭
氏

　
　
去
．

　
　
坂
ロ
　
昂
氏

右
謹
み
て
哀
悼
の
意
を
表
す

佐阿竹中和
伯南内村島

芳
男
氏

書
治
逆

理
三
遷

浩
託

昌
夫
氏

藤
木
　
邦
彦
氏

堀
部
功
太
郎
氏

次
田
　
潤
氏

大
橋
　
金
澄
氏

第
「
二
號
　
　
　
「
山
ハ
ニ
　
　
（
三
四
二
）


